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韓国語のオノマ トペ名詞について

李 殷蛾 (イ ・ウナ)

About an onomatopocia noun of the Korean

Eunah LEE

Abstract: I discussed it about an onomatopoeia noun of the Korean by this paper.The use frequency of the

onomatopoeia noun of the Korean is low,but the possible for]田 [s are variouso When onomatopocia is used as

a noun in for]田 t as is in an onomatopoeia noun, there are a derivation noun made by abundant suffix and a

compound noun including the onomatopocia。

In the case of Korean onomatopoeia, there are extremely few examples which onomatopocia does direct

nonlinalization of.The derivation noun is made by various suffix. There are declinable word ornamentation

type and substantives ornamentation type in a compound nouno There are few examples of the declinable

word ornamentation type compound noun,but l am various,and there is the substantives ornamentation type

compound noun ln rlchness.

要旨 :本稿では韓国語のオノマ トペ名詞について論 じた。韓国語のオノマ トペ名詞の使用頻度は低い

が可能な形式は多様である。オノマ トペ名詞にはオノマ トペがそのままの形で名詞として用いられる

ものと,豊富な接尾辞によって造られる派生名詞,そ してオノマ トペを含む複合名詞がある。

韓国語オノマ トペの場合,オ ノマ トペが直接名詞化する例は極めて少ない。派生名詞は様々な接尾

辞によつて造 られる。複合名詞には用言修飾型と体言修飾型がある。用言修飾型複合名詞の例は少な

いが,体言修飾型複合名詞は多様であり豊富に存在する。

1.は  じ め に

韓国語オノマ トペの用法には副詞的用法、用言的用法 (動 詞・形容詞)、 名詞的用法の 3つの品詞別用法があ

る。最も基本的な用法は副詞として用いられる場合で、オノマ トペは単一形や反復形をそのままの形で、あるい

は副詞接尾辞などと結合して副詞としての機能を呆たす。またオノマトペが用言 (動詞、形容詞)と して用いら

れる場合は、オノマ トペの語幹あるいは語基に適切な用言形成語尾を付けて造ることができる。

一方、オノマトペの名詞的用法は副詞的用法や用言的用法に比べて使用頻度は高くないが、非常に多様なオノ

マトペ名詞が造られている。韓国語のオノマ トペ名詞にはオノマ トペが直接名詞化される場合とオノマ トペを名

詞化する接尾辞によつて派生する場合、そしてオノマ トペと動詞の名詞形あるいは名詞が結合して複合名詞を形

成する場合とがある。

韓国語オノマ トペにおいてオノマ トペがそのままの形で名詞として用いられる場合は、幼児語などの非常に限

られたものしかなくその数も極めて少ない。鶏を指すのに「互ユ」 (コ ッコツ)と いうが、鳴き声の擬声語を直

接名詞化したものである。韓国でも大流行したポケベルは「utt u司 」という。電子音を表わすオノマ トペが商標名

になり、やがて一般語化したものである。幼児語に頬などに軽くチュッとするキスのことを「里里」というが、
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これもオノマ トペ名詞であると考えられる。ただし、「里里」が副詞的に使われることはない。「望号」 (ま だら)

は「魁尋魁尋」 (ま だらに)と いう反復表現があるためオノマ トペに数えられるが、オノマ トペが一般語の「魁

尋」から派生した可能性もある。また「せフト叶」 (お てんば)も オノマ トペ「せフト叶せフト叶」 (がちゃがちゃ)か

ら派生したオノマ トペ名詞であると考えられる。

韓国語ではオノマ トペがそのままの形で名詞化する例は多くないが、オノマ トペを名詞化する接尾辞は多様か

つ豊富に存在する。またオノマ トペを含む複合名詞は用言修飾型と体言修飾型があり、韓国語オノマ トペには用

言修飾型複合名詞はそれほど多くないが体言修飾型複合名詞は非常に生産性が高い。

(1)番せOl召 酬フトを暑qlバ 羽OI Lll司 呵仝司獄舎Ll叫
.

た。)『創作童話』

(あ わて者キョンレが窓から飛び降 りながら叫びまし

を考を計尋讐 そ叶Ol仝 Jフトdd仝 J ql翻 朝 暑司立フlスl計 戴叫 。(がちがちという自動車の点滅灯の音

がエンジン音とともに聞こえて来た。)『手紙』

杜せ書 Tplフトユ弓月1季書スlJ嘔臭
=書

臭立嘔バ ¶ロト暑 手ガ川1搬 叫。(新郎は何がそんなに嬉しいのか豪

傑笑いをしながらお母さんをおだてた。)『彼の家』

(4)〇卜Ol詈書 手割州 子子d=書 ス1呵 召ユ三 暑〇卜毅叫 .

『初等国語辞典』

(5)せせロトせql望司フト嘔嘔詈司1奨州セスレlフト電Olス1七 〇卜酬暑 Lll司 叫ユ呵 著モせ号仝司三仝司獄叫。(そ

よ風に飛ばされていた、タンポポの花の種は自分が落ちていく地面を見ながらあわてて叫んだ。)『創作

童話』

(6)■ 月ユニ 司計是 dO卜 Jス|せ 子暑
=¶

書 十 蚊ユ ユ早せ詈州三 是 社是そOI LIttLl外 立電せ

司 月フト嘔バ 召モ舎 コせ キ 蚊鍬嗜 。 (正式に許可がお りたわけではないが、軍服も着られる

で書かれた身分証明書も発給されるから要領よくやれば検間を避けられた。)『彼の家』

(子供たちは寒いので急 ぎ足で歩いて家に帰った。)

子ユ電 子仝

し、横文字

(1)と (2)の 例の「番せOl」 (あ わて者)、 「脅叶〇
|」 (自 動車の点減灯)の接尾辞「―Ol」 は最も生産的なも

ので、それぞれ「人」、「もの」を表わしている。(3)と (4)は 用言修飾型複合名詞の例である。(3)の 「J嘔

妾
=」

(豪傑笑い)は大声で笑うようすを表わす「J嘔 J嘔」 (げ らげら)に動詞「妾叫」 (笑 う)の名詞形「妾

書」が付いたものである。(4)の 「子子召書」 (急 ぎ足)は小またに速 く歩くようすを表わす「子子」 (す たす

た)に動詞「裡叫」 (歩 く)の名詞形「召書」が付いたものである。(5)お よび (6)の例の「せせロトせ」 (そ よ

風 )、 「互早せ詈州」 (横文字)は オノマ トペ「せせ替せ」 (そ よそよ)、 「互早せユ早せ」 (く ねくね)の単一形

「せけ」、「互早け」にそれぞれ名詞「ロトせ」 (風 )、 「詈州」 (文字)が付いた体言修飾型複合名詞である。

本稿では韓国語のオノマ トペ名詞に焦点をあてて多くの用例を示しながら実証的に考察していくことにする。

2。 名 詞

2.1派生名詞

韓国語のオノマ トペ派生名詞は、多様かつ豊富な名詞派生接尾辞によって造られる。名詞派生接尾辞には

「―Ol,― 理 ,― そ ,― ■ ,― 君 ,― せ ,一 」01,― 日1フ 1,― 可01,― ■
,― 到 ,_フ 1」 などがあるが、最も生産的な接尾辞は「―Ol」

である。

派生名詞形を造る場合、咽01(こ ま)の ような例外はあるけれども、通常 1音節オノマ トペはその反復形に接

尾辞が結合する。また 2音節以上の反復形オノマ トペはその単一形に名詞派生接尾辞が結合する。

オノマ トペを名詞化する最も生産的な接尾辞である「_Ol」 は、(la)の 例のように「人」、(lb)の例のよう

に「動物」、(lc)の 夕1の ように「もの」の性質あるいは特徴を表わす。(la)の 例のように人の性質あるいは特

徴を表わす場合、体の不自由な人や行為、性格、外見をさげすんで表現する際の別名として用いられる。このよ

うな名詞形は軽蔑的で否定的な意味が含まれていると考えられる。(lb)は動物や昆虫の鳴き声を表わしたオノ
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マ トペに接尾辞「…Ol」 をつけて名詞化 した例である。 (lc)の 例は、公式的な名称が導入されるまであるいは

作られるまで暫定的に用いられる名詞形であると考えられる。また新 しくできた物やまだ適切な名詞がないもの

の臨時語である。

(1)a)人

外暑Ol(軽薄な人、おっちょこちょい)<外 暑外暑 (軽率にふるまう様子 )

ををOl(し つこい人)<社 を■■ (しつこい、ねちねちしている)

竹今Ol(習 慣的にまばたきする人)<省 計竹計 (ぱちぱち)

竹そOl(何 も知らない人)<竹 竹■■ (ま ったく疎い、まったく知らない。)

を詈Ol(こ ぎれいな人)<そ 詈■■ (こ ぎれいですっきりしている)

冽可Ol(見かけがだらしない人)<冽 可■■ (体は大きいくせにぼうつとしている。)

」叫Ol(食いしん坊、欲ばり)<d呵 こ叫 (ご くごく)

4可 01(い いかげんな人、ろくでなし)<4可 嘔可計■ (い いかげんだ)

電子Ol(の っぽ)<電 子■■ (脚が長い)

ユ早せOl(腰の曲がった人)<ユ 早せ互早せ (曲がりくねっているようす)

晋晋Ol(欲張り、けちで欲深い人)<晋 詈 (豚が鼻を鳴らす声 :ぶ うぶう)

J叫 01(こ とあるごとに怒鳴り散らす人)<叫 叫 (怒鳴り散らす声)

響モ。l(しつこい人)<モ モ■叫 (べ とべとする、ねばねばする)

せd01(ほ っそりした人)<せ d■■ (す らっとしている)

せ升Ol(平べったい顔の人)<甘計嗜計 (平べったい様子)

ヨ子Ol(広 い顔の人)<ヨ 看ヨ子 (長めに平たい様子)

せせOl(お っちょこちょい)<せ せOl■ (そ そっかしくふるまう)

電可Ol(あ わてんぼう)<嘔 可冽司■ (そ そっかしくふるまう)

司理Ol(お っちよこちょい)<司 毬司理 (そ そっかしくふるまう)

瑠可Ol(そ そっかしい人)<瑠 可瑠可 (そ そっかしく、うかうか)

普普Ol(利 口な子、お利口さん)<讐普■嗜 (賢 い、はきはきしている)

干J Ol(車 のない人)<干 J干J(靴 を履いて歩くさま、どんどん)

詈詈Ol(でぶ、太っちよ)<詈 詈■■ (太っている)

嘔嘔Ol(う すのろ、ばか)<嘔 計嗜 (ばかみたいだ)

詈召Ol(虚弱な人、薄弱な人)<詈 ■■叫 (柔 らか過ぎてつぶれそうだ)

せd Ol(遊 んでばかりいる人)<せ dせ」 (し きりにずるけるさま、のらりくらり)

暑詈01(と もすればよく怒り出す人)<せ詈暑詈 (と もすればむかって腹を立てるさま)

日l型 Ol(貧弱な人)<日 l型日l型 (よ ろめくさま、よろよろ、ふらふら)

日l詈 Ol(つ むじまが り)<日 l詈 日l詈 (く ねくね)

1朝 詈Ol(体の一部が異常にゆがんでいる人、ひねくれ者)<1川 詈 1川 詈 (く ねくね)

u司 詈Ol(体の一部分が曲がっている人、ひねくれ者)<H叫 詈HJ詈 (よ ろよろ、 くね くね)

ス
lスlヨ Ol(は しゃぎ屋)<ス lスlヨ 冽司嗜 (は しゃぐ)

立ユせOl(性根が曲がった人)<立ユせ立ユせ (と ころどころへこんだり縮れているようす)

せせOl(あ ちこちせわしくうろつき回る人)<せ せ冽J■ (せわしく歩き回る)

午ユ可Ol(し わくちゃの老人、萎びた老人)<子 詈子詈 (し わくちやなさま、くしゃくしゃ)

電寺Ol(足の悪い人)<理寺社号 (ひ どくびっこを引くようす)

番せOl(お っちょこちょい、あわて者)<番識暑せ (お っちよこちよいに)

子子Ol(鼻 をくんくん鳴らす癖のある人)<子子 (く んくん)

嘔嘔Ol(細かいことにこだわらない人)<嘔嘔■■ (お おらかだ、気さくだ)

咽咽Ol(お おらかな人)<咽 咽■叫 (お おらかだ、ざっくばらんだ)
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千召Ol(体質や性質の脆い人、弱虫、いくじなし)<千 召千召 (ば さばさ、ぼろぼろ)

嘔可Ol(軽率な人、おっちょこちょい)<嘔 可冽J疇 (軽々しくふるまう)

暑告Ol(や せこけた人)<暑告計叫 (げ っそりとやせている)

b)動物

咽晋Ol(ジムグリガエル)<可 晋可晋 (ジ ムグリガエルの鳴き声)

可可01(大、わんわん)<可 可 (わ んわん)

早¶Ol(コ ノハズク)<早 ¶早¶ (フ クロウの鳴き声、ホーホー)

Ol子 Ol(一様にちらばった斑点のある獣)<Ol子司号 (色 の異なる点や線がいっぱい入り乱れているさま)

魁号Ol(ま だら模様の動物)<魁 尋魁号 ((整然と)ま だらになっているようす)

電子Ol(ま だら模様の動物)<魁号魁子 (ま だらになっているようす)

司1は Ol(ウ マオイムシ)<司1は司1は (ウ マオイムシの鳴き声)

J吾 01(触角)<司 吾司詈 (手探 りで)

c)も の

ユ早せOl(曲 がったもの)<ユ早せユ早せ (く ねくね)

子早可Ol(曲 がったもの)<子 早電子早」 (曲 がりくねったようす)

を叶Ol(自 動車の点減灯)<管 叶脅叶 (ち らちら)

二早せOl(曲 がつたもの)<互 早せ互早せ (く ねくね)

子早可Ol(曲 がったもの)<子 早電子早」 (く ねくね)

詈詈Ol(も くろみ)<詈 晋 (呻 く声 :う んうん)

署モOl(鳥 もち、はえとり紙)<モ せ■■ (べ とべとする)

嗜嗜Ol([幼児語 ]食べ物、おやつ)<嗜 サ ([幼児語 ]舌鼓を打つ音)

子をOl(切 れ端、かけら)<子 を号を (長 いものがいくつにも折れるようす、きれぎれ)

叶叶01(拍子木)<叶 叶計叫 (こ ちこちである)

せせOl((俗)三輪車)<せ せ (ごろごろ)

]可 Ol(でんでん太鼓)<咽 」 (か んかん、ちんちん)

せ号01(ま だら模様、斑点、ぶち)<せ 号せ号 (ま だらに)

詈電01(ぐにゃぐにゃしたもの)<詈 召詈■ (ぐ にゃぐにゃ)

魁尋Ol(斑点)<魁 号魁号 (ま だらに)

電子01(ま だらな模様の点、まだら模様のもの)<電 子魁号 (ま だらに)

立号Ol(起 きあがりこぼし)<立 晋立号 (に よきにょき)

計朴晋01(ひそかな計画)<脅 スト詈脅スト詈 (乳飲み子に両手を打たせるかけ声)

千ユ可01(し わくちゃのもの)<子 詈子詈 (し わくちゃ)

]Ol(こ ま)<」 (く るっと、くるくる)

次の (2)の例のように「_J」 や「―フl」 そして「―口l」 で終わるものがいくつかある。「…司」や「_フ
1」 そし

て「―口1」 は独立の接尾辞ではなく、それぞれ、「己」ハ/と 「¬」/k/そ して「口」/m/で終わるオノマ トペに接

尾辞「―01」 を付けたものが綴りの変化を起こしたものである。

(2)a)

フ1子 J(蛙)<フ1詈 ア‖詈 (ゲ ログロ
)

コ互J(ウ グイス)<コ 晋 (ウ グイスの鳴き声)

叶叫子J(キ ツツキ)<叶 叶 (か ちかち、こつこつ)

呵司J(お しゃべり、ほら吹き)<J司 司叫 (大 げさに言う、ほらを吹く)

子叫J(ヒ バリ)<子せ子せ (ぶ つぶつ、くどくど)
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せストJ(お調子者、ごますり屋)<せ せ (こ っそり色目を使ったり顔色をうかがつたりするようす)

子パJ((垂れ下がつている)房)<子 電子社 (だ らりだらり)

せ外J(あ ちこちせわしくうろつき回る人)<せせ (せかせか)

せEIJ(一文無し)<せ き (ばたばた、ぱんぱん)

b)

フl司 フl(ガ ン)<フ 1ヨ フl司 (ガ ンの鳴き声 )

望早フl(斑点、またはまだらな模様の動物)<望 号 (ま だら、斑点)

午司フl(継 ぎはぎの衣服)<十 司午目 (継 ぎはぎだらけのようす)

叫ツ l(ト キ)<叫 書叫書 (ト キの鳴き声 )

晉早フl(ク イナ)<普 号晉号 (ク イナの鳴き声 )

ロト企計フl(かけら)<ロト企計ロト企計 (か さかさ、ごそごそ)

早企Jフl(切れ端、残りかす)<早 企司早企司 (が さがさ、ごそごそ)

uJギワl(カ ッコウ)<u川 号uJ号 (カ ッコーカッコー)

今フ l(ダ イコンの角切りのキムチ)<今号脅号 (乱切りにするようす)

■ニフl(ダニ)<d号 ■号 (ね ばねば)

C)

口1口l(セ ミ)<咽 咽 (ミ ンミン)

坐三斗口l(ヒ グラシ)<坐 三舌生三著 (ヒ グラシの鳴 き声 :かなかな)

(3)― ■

「―■」は行為名詞を派生する生産性の高い接尾辞である。「―■」は『朝鮮語辞典』には次のように載ってい

る。①繰り返す動作や行動を表わす。②よくない動作・行為を表わす。③一定の職業や役目をやや軽蔑を込めて

いう。したがって、オノマ トペに付いてその動作や行動を卑しく否定的に評価し、また反復的にあるいは持続的

に行われることを意味する。

司吾■ (手探 り)<司吾J吾 (手探 りで)

三司■ (乳児が頭を左右に振って見せるかわいらしいしぐさ)<三 J三司三J(赤ん坊の頭を振らせるあ

やし言葉)

羽召」 (ひ っかき回すこと)<瓢 召ヨ召 (ごそごそ、がさがさ)

せ青■ (し ゃっくり)<せ 青せ号 (ひ っくひっく)

司
=」

(足 をバタバタさせる行為)<司 子司子 (手足をばたつかせるようす、ばたばた)

早斗」 (赤ん坊の両脇を抱えて左右に振 りながらあやすこと)<早 斗早斗 (赤 ん坊の両脇を抱えて揺する

ときにあやす言葉)

今叶」 (ひ そひそ話をする行為)<舎 叶今叶 (ひ そひそ)

州早可■ (無駄口をたたく行為)<列 早電州早電 (ぺ ちゃぺちや)

魁可」 (へつらう、こびる行為)<望 可魁」 (へつらったり、おもねったりするようす)

司箸■ (赤 ん坊のにぎにぎ)<司曾司曾 (赤ん坊が手を握ったり広げたりするようす、にぎにぎ)

司脅■ (食べ物をつっつく行為)<司 計司■ (ぐ ちやぐちゃ)

(4)お よび (5)は オノマトペに漢字語である「_そ 【―症】」「―電 【―病】」という接尾辞が付いて病名を表わ

している。

(4)― そ

」叫子 (ど きどきする状態)<」 叫嘔呵 ((胸が)ど きどきする)
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召瑠子 (ひ どく退屈な気分)<召 召計叶 (退屈だ)

せせ子 (や きもきする状態)<せ せ暑せ計叶 (や きもきする)

Ol電子 (目 まい)<Ol dOl d(く らくら)

書可子 (吐 き気)<=可 舎」 (む かむか)

号号子 (鬱積 した怒 りを発散できずいら立つこと)<子 号 (ぶ くぶ く)

司召子 (体が虚弱でおどおどする症状)<司 召スl召 (あ たふた)

瑛要子 (空腹感)<訳 訳尋叫 (空腹感を覚える)

(5)― 電

スl詈 電 (筋萎縮症)<入 l詈ス1詈 (ややしおれて柔らかいようす)

Ol d」 (目 まいの病気)<Ol dOl d(く らくら、ふらふら)

乙暑電 (た めらいがちな性格)<乙暑乙子 (た めらうようす、もじもじ)

子子電 (ぐずぐずしてなかなか決断しない癖)<子子子子 (ぐずぐず)

(6)― 程

接尾辞「―君」は[ざっと過ぎ去ってしまう短い瞬間 ]と いう意味を表わしている。数は多くないが、オノマ

トペに付いて「とっさに」、「どさくさまぎれに」という意味になる。

¶召4(と っさに)<¶ 冽子子 (す るのかしないのかはっきりしないで)

魁電君 (ど さくさまぎれに)<魁電電尋叫 (頭がふらつく、めんくらう)

(7)― せ

「―せ」は名詞に付いて [あ る事柄を専門的または習慣的に行う人 ]を 表わす接尾辞である。オノマ トペに付い

て常習的にある行為や動作を行う人を表わす。

dせせ (よ た者、ぐうたら)<dttd詈 (ぶ らぶら)

瑠可せ (慌 てん坊)<瑠 可瑠可 (せ かせか、あたふた)

嘔可せ (慌 てん坊、おっちょこちょい)<嘔 可電」 (落ち着かずそそっかしいようす、ふらふら)

(8)― せO1/硼 01

「―をO1/可 01」 は漢字語「そ 【匠】」に「―01」 が結合して形成された接尾辞である。元来 [あ る分野の技術を

持つた人 ]の意味であるが、その人をさげすんで言う時に用いられるようになった。オノマ トペに結び付いた場

合は人間の性質や行為、習慣そして職業を低める意味になる。

詈尋可Ol(長 く咳をする病気にかかっている人)<番 号署号 (ごほんごほん)

晋晋列Ol(こ せこせした人)<晋 晋■叫 (こ せこせしている)

せせ列01(人に軽んじられる人)<せ せ計嗜 (く みしやすい、御しやすい)

王三計せOl(彫金師)<王叶王叶 (こ つこつ、かちかち)

(9)一 日1フ l

「一日1フ 1」 は [あ る特性を持つ対象 ]で あることを表わしてお り、マイナスの意味が含まれている。

針号■1フl(あ ばた面の人)<計 号計号 (顔 に細かく深いあばたがまばらにあるようす、ぼつぼつ)

計号日1フ1(あ ばた面の人)<計 号 9キ号 (大小のあばたが散らばっているようす、ぽつぽつ)

魁号日1ア1(ま だら模様の動物や物)<魁 号魁号 (ま だらに)

(10)― 可Ol

「―咽Ol」 は [軽蔑的にある習慣・性質などの持ち主 ]の 意味を表わす接尾辞である。接尾辞の意味で示 してい

るようにやや人を見下す意味が含まれている。
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せせ咽Ol(す ぐに気をもみいらいらする人)<せ せ暑せ■叫 (ひ どく気をもむ)

せ詈咽Ol(あ ばた面)<せ 詈せ詈 (小 さいあばたがまばらにあるようす)

J嘔 咽Ol(大声で笑う人)<J嘔 J嘔 (大声で笑うようす、げらげら)

(H)… ユ

接尾辞「―ユ」は[そ れを非常に好む人、あるいはその程度がはなはだしい人]を 表わす。

詈詈ユ (でぶ、太っちょ)<詈詈■■ (太っている)

詈ユ (む っつりした人、無愛想な人)<号■■ (口数が少なく無愛想だ)

]せユ (背か低くて太った人、ずんぐりむっくり)<せせ叶■■ (ずんぐりしている)

29

(12)― 到

韓国語には以前から下男を称する言葉としてよく使われていたのが「ロトせ到」や「詈到」などの表現である。

「―劉」は雇い主つまり「主人」に対して雇われている身分の低い者「下人」という意味の「仝魁」 (小人)の縮

約語である。また「_劉 」は下人が自分を低めていう場合にも使われたことばである。以下の例のように「―到」

がオノマ トペに付 くと人間の性質や行動を見くびた意味になる。

せせ到 (お っちょこちょい)<せ せせせ (そ そっかしく)

嘔可到 (そ そっかしい人、あわてんぼう)<嘔 電嘔」 (そ そっかしく)

せせ劉 (おべっかを使う人)<せ せせせ (こ びへつらうようす)

魁可到 (お もねる人、ごますり)<魁 可魁」 (へつらったり、おもねったりするようす)

(13)… フ
1

「―フ1【気】」は人間の態度や性質そして印象などの意味を表わす。

モフl(粘 り気)<晋 モ■嗜 (べ とべとする、ねばねばする)

以上のように、オノマ トペに付 く接尾辞は大方あまり好ましくない人間の性質、行為、特性、態度などを表わ

すものである。オノマ トペにこれらの接尾辞が付 くと反復的に持続的に行われる事柄をさげすんだ表現になる。

2.2複合名詞

韓国語におけるオノマ トペを含む複合名詞は元になる表現形式により用言修飾型と体言修飾型に分類できる。

用言修飾型は単純にオノマ トペと動詞の名詞形が、体言修飾型はオノマ トペと名詞が結び付いたものである。オ

ノマ トペ複合名詞には新造語が多く、頻度としては伝統童話よりも現代小説や創作童話などによく表れる。

2.2.1用言修飾型複合名詞

韓国語オノマ トペの用言修飾型複合名詞は、反復形オノマ トペの場合は単一形に、1音節反復形オノマ トペの

場合は反復形に動詞の名詞形を結び付けて造る。韓国語オノマ トペにおいて用言修飾型複合名詞を形成する動詞

の名詞形は動詞の「d叫」 (歩 く)と 「臭斗」 (笑 う)の名詞形「d=」 と「妾書」を含むものがいくつかある程

度である。

(14)a)

フトせ型
=(じ

ゃじゃ馬の荒っぽい歩きぶり)<フトせフト」 (馬 が荒っぽく歩いて乗りにくいさま)

子子社書 (小走り、早足)<==(し きりに軽く踏み鳴らすようす、とんとん)

日l司 d=(千鳥足)<日 l月 日l司 (よ ろよろ、よたよた)

日l暑 4書 (よ ろよろした足どり、千鳥足)<日 l暑日l暑 (ひ よろひょろ、よろよろ)

〇卜

'電 =(よ
ちよち歩き)<。レよ〇卜を (よ ちよち)

子子d=(急 ぎ足、小走り、早足)<子 子 (す たすた)

÷子■
=(急

ぎ足)<子 子冽J■ (あ わただしいようす)
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=暑
d=(と んとんと速く歩く足取り)<子

=(と
んとん)

号号召
=(ど

すんどすんと歩く足取り)<号 号 (どんどん)

をそ妾
=(高

笑い、大笑い)<せ せ (か らから)

dd妾
=(高

笑い、豪傑笑い)<召 」 (か らから)

J嘔妾書 (豪傑笑い、高笑い)<J嘔 J嘔 (げ らげら)

2.2.2体言修飾型複合名詞

一方、韓国語オノマ トペの体言修飾型複合名詞は非常に多様かつ豊富に存在する。体言修飾型オノマ トペ複合

名詞は、「オノマ トペを含む体言修飾節+名詞」の構造が簡潔化されて生じたものである。

(15)

d詈ロトせ (初秋の涼風)<dttd詈 (そ よそよ)十 ロトせ (風 )

甘dロトせ (そ よ風)<甘 型せ」 (ゆ らゆら)十ロト舌 (風 )

せ詈ロトせ (そ よ風)<牡 詈せ詈 (そ よそよ)十ロトせ

杜詈ロトせ (そ よ風)<社 詈社詈 (そ よそよ)十ロトせ

仝仝司ロトせ (肌にしみるような早春の冷たい風)<仝 仝J(空高くそびえ立つようす)+J卜せ

舎舎ロトせ (そ よ風)<舎 舎 (そ よそよ)+日}せ

舎ロトせ (そ よ風)<舎舎 (そ よそよ)+ロトせ

ユ舎日l(小雨、細雨)<ユ 舎ユ舎 (し としと)+日1(雨 )

早舎日1(小雨、こぬか雨)<早 舎早舎 (し としと)+日 |

号冽l子暑 (も くもくとわき出る雲)<号 冽1号 冽|(も くもく)+子暑 (雲 )

a詈せロト (初秋の降ったり止んだりする気まぐれな長雨)<dttd詈 (そ よそよ)+せロト(梅雨)

せ魁舎 (薄氷)<せせ ((雪 ・砂糖などが)知 らないうちによく溶けるようす :さ らりと、徐々に)+魁
=

(氷 )

J理 フ1(む く大)<J毬 司毬 (ふ わふわ)+フ1(大 )

可可フ1(大、わんわん)<可 」 (わ んわん)十 フ1

号舎フ1(む く毛の大きな大)<号 舎号舎 (動物が太って毛が多いようす)+フ1

暑舎をOトス1(丸 々としてふくよかな子大)<暑 舎暑舎 (動物が太って毛が多いようす)+を。トスl(子大)

晋晋到スl(豚)<晋 晋 (ブ タの鳴き声)+到 ス1(豚 )

晋Illスl(豚)<晋 晋 (ブ タの鳴き声)+到 ス
|

魁尋」 (シ マウマ)<魁 号魁号 (ま だらに)+せ (馬 )

嘔可せ (暴 れ馬、荒馬)<嘔 可嘔」 (そ そっかしい)+せ
互互妻 (鶏)<ユ互 (鶏 の鳴き声)+計 (鶏 )

叫書ス1(ト キ)<叫 書叫書 (ト キの鳴き声)+ス1(鳥 )

詈号ス1(ク イナ)<詈 号晋号 (ク イナの鳴き声)+ス1

HJ号ス1(カ ッコウ)<uJ ttHJ号 (カ ッコウの鳴き声)+州
仝召入1(コ ノハズク)<仝 召仝召 (コ ノハズクの鳴き声)十州

子せ州 (ヒ バリ)<子 せ子せ (ぶつぶつ、くどくど)+ス1

坐暑口1口1(ツ クツクボウシ)<坐 暑坐暑 (ツ クツクボウシの鳴き声)+口 1口l(セ ミ)

燿可口1口l(ニ イエイゼミ)<勾 勾 (ニ イニイゼミの鳴き声)+口 1口 1

せ計を (平べったい柿)<せ 計計叫 (平べったい)+を (柿 )

せ計ユJ(平麦、押し麦)<甘計計嗜+ユ J(麦 )
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■■立叶 (平べつたいカボチャ)<廿 ■■■十二叶 (カ ボチヤ)

子子二 (ぎ っしり植えた稲の苗)<子 子 (ぎ っしり)+二 (苗 )

せせ早♀ (切 り干し大根)<せ せせせ■■ (ふ わふわしている)+早♀ (大根)

==子
(濾過しないで飯粒を浮かしたままの酒)<春 子 (ふ わふわ、ぷかぷか)+子 (酒 )

ユ早せ理 (曲がりくねった道)<ユ 暑ユ暑 (く ねくね)+4(道 )

子早可」 (曲 がりくねった道)<子 暑子暑 (く ねくね)十 d
ユ早せ■ (曲がりくねった道)<互 暑互暑 (く ねくね)+d
子早可」 (曲がりくねった道)<子 暑子暑 (く ねくね)+d
村可詈 (も ろい石)<バ 可劉可 (さ くさく)+詈 (石 )

暑詈ロト判 (ゆ らぎ石)<暑 詈暑詈 (ゆ らゆら)十ロト割 (岩、石)

外外子 (く りくり頭、坊主頭)<4■ (刈 る)+子 (僧 )

外外III J(坊主頭、丸坊主)<4■ (刈 る)+呵 J(頭、髪)

二十JJ(縮れ毛)<詈 舎晋舎■嗜 (縮 れている)+呵 J

詈舎司J(縮れ毛)<晋舎詈合計■ (縮 れている)+J司
J運呵J(ふ さふさした髪)<J ttIIl理 (ふ わふわ)+可 司

司J可 J(も じゃもじゃの髪)<J号 司号 (ぼ うぼう)+可 J
子子呵J(女の子の髪型の一つ)<子 子 (ぎ っしり)+JJ
嗜脅ヨ (鼻ぺちゃの人の鼻)<甘 計計■ (平べったい)十三 (鼻 )

=可
七 (窪 目、金壺眼)<=呵 (ひ どくへこんでいるようす)十七 (目 )

詈可uJ(軟骨)<詈 可詈」 (ぶ よぶよ)+ull(骨 )

立三号uJ((牛・豚の)軟骨)<立 三号立三号 (ぼ りぼり、こりこり)+HJ
ユ早せせ呵J(腰の曲がったおばあさん)<ユ 早せユ早せ (く ねくね)+せ呵J(お ばあさん)

二早せせ。卜Jスl(腰の曲がったおじいさん)<互 早せ互早せ十せ。卜Jスl(お じいさん)

ユ早せ済♀Ol(腰の曲がった老人)<ユ早せユ早せ+済♀Ol(年寄り)

智司叶スト(物知り博士)<弓 司 (す らすら)十叶スト(博士)

そ叶暑 (ぱちぱちする火花)<そ 叶そ叶 (ぱちばち)十暑 (火 )

互早せ詈朴 (下手な文字、[俗語 ]横文字)<ユ 早識ユ早せ (く ねくね)+詈スト(文字)

互早せせ ([俗語 ]外国語)<互早せユ早せ+せ (言葉)

モモ詈 (粘液)<モ モ■■ (ね ばねばする)十詈 (水 )

4仝司 ((ほ んの小さな)反論)<44(鋭 く張り上げる叫び声)+仝司 (声 )

嘔召ロト子 (がたがたきしむ板の間)<嘔 召嘔召 (がたがた)十ロト旱 (板の間)

嘔召ロト早 (歩 くたびにがたがたする安普請の板の間)<嘔 召嘔召 (がたがた)+ロト旱

叶電嗜 ((固いところならどこでこすっても発火する)摩擦マッチ)<叶 (かちっ)十月せ (マ ッチ)

寺叶せ子 ((衣服の)ス ナップ、ホック)<寺 叶 (か ちかち)十せ子 (ボ タン)

寺叶社 (小型発動機船)<寺 叶 (ぽんぼん)+社 (船 )

=せ
嘔理 (短い鉛筆)<=嗜 ■嗜 (ずばっと切られたように太くて短い)+嘔理 (鉛筆)

竹脅企 (びっくリシヨー)<そ 脅 (びっくりするようす)十企 (シ ョー)

せ脅杢■ (一発屋)<せ脅 (き らっと、ぴかっと)十企■ (ス ター)

勾偲ヲト(高速車)<勾 報 (び ゅんびゅん)十ヲト(車 )

ロト杢計をせ ((か さかさと小さい音を出す程度の)軽いいたずら)<ロト杢計ロト企計 (か さかさ)+をせ (い

たずら)

ユ企計せせ (こ そこそとするいたずら)<ユ 企計ユ杢計 (こ そこそ)+をせ
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立号赳二 (凹 レンズ)<立 号 (中 がまるくくぼんでいるようす)十 週乙 (レ ンズ)

暑尋週乙 (凸 レンズ)<暑 尋 (ふ っくら)+d乙
立号冽舎 (凹面鏡)<立 号 (中 がまるくくぼんでいるようす)+冽 舎 (鏡 )

暑尋冽舎 (凸面鏡)<暑 尋 (ふ っくら)十 冽書

暑号だ (に わかにむっと起こる怒り)<暑寺暑号 (か っと)十 ■ (怒 り)

せせキ (巧みにだます手段)<せ せせせ (し きりにこびへつらうさま)+キ (手 )

uJ号子 (カ ッコウ時計)<u叫 青HJ青 (カ ッコー)+子 (鐘 )

里番子子 (ハ イヒール)<里 尋計叫 (先が細くなって尖っているようす)+子子 (靴 )

子子日1(ぽんぽん蒸気)<暑
=(と

んとん)+日1(船 )

暑詈到朴 (揺 り椅子)<暑 詈暑詈 (ゆ らゆら)+到 スト(椅子)

省ヨ晋暑 (何人かでひそかにこそこそと交わす議論)<箸 ヨ等ヨ (ひ そひそ、こそこそ)+子暑 (公論)

韓国語オノマ トペの体言修飾型複合名詞の特徴として以下のことが考えられる。

①オノマ トペの体言修飾型複合名詞は、一般的にノマ トペは後ろに来る名詞の性質・属性・種類などを表わ

す。

②オノマ トペの体言修飾型複合名詞は自然現象や風の名前、動植物の名前やものの名前などとして最も多く用

いられる。せ脅企叫 (一発屋),そ脅企 (び っくリショー),切 勾ヲト(高速車)な どのようにオノマ トペが外

来語と結合することもある。オノマ トペは造語力が高いため名詞との結合により体言修飾型複合名詞の生産

性が非常に高くなる。

③通常、反復形オノマ トペの場合は単一形に、1音節反復形オノマトペの場合は反復形に名詞が結合する。し

かし、1音節反復形オノマ トペの場合、反復形に名詞が付く場合と単一形に名詞が付 く場合とがある。

晋晋到ス|(豚)<晋 晋 (ブ タの鳴き声)+到 スl(豚 )

晋IIlスl(豚)<晋 晋 (ブ タの鳴き声)十 到ス
l

舎舎ロトせ (そ よ風)<舎 舎 (そ よそよ)+ロトせ (風 )

舎ロトせ (そ よ風)<舎 舎 (そ よそよ)+ロトせ

また、(16)の例のように複合名詞にさらに接尾辞「―Ol」 を付けた (a)の ような例、そして (b)の ような

接尾辞「―Ol」 によって派生したオノマトペ名詞と一般名詞の複合名詞もある。

(16)a)

=」
七〇1(目 のくぼんだ人)<[=」 (ぺ こん/ぽこんと)+ヒ (目 )]十 01

号七〇l(出 目金)<[号 (ぶ くっと)+缶 (目 )]+Ol

立号七〇1(目 のくぼんだ人)<[立 号 (中 がまるくくぼんでいるようす)+七 (目 )]十 01

せ今世〇|(貧乏な学者)<[せ 今 (下駄をはいて歩 くときの音)十 」 (足)]+Ol

社号せ01(足の不自由な人)<[社 寺社寺 (足 をひきずって歩 くさま)+せ (足 )]+01

型暑」Ol(足 の不 自由な人)<[型 暑社暑 (ち よっと足 をひきずって歩 くさま :ひ ょこひょこ)+せ
(足)]+Ol

b)

ヒ管計01(目 をしきりにぱちぱちさせる人)<七 (目 )+[脅 計 (ま ばた くようす)+01]
ヱ甘計01(鼻ぺちゃ)<三 (鼻)+[甘 計計叫 (ぺ ちゃんこだ)十 Ol]

三可司Ol(鼻づまりの人)<三 (鼻)+[可 勾 (ぶ つぶつ)+01]
日1暑寺01(太鼓腹の人)<日1(お腹)+[暑 号 (に わかに突 き出るようす)+Ol]
せ司吾〇|(ど もる人)<せ (言葉)+[司 暑司吾 (つ かえつかえ)十 01]

司ユ早せ01(舌足らずの人)<司 (舌 )+[ユ 早せ互早せ (く ねくね)十 01]

晋晋01看 (粥状の豚のえさ)<[晋 晋 (ブ タの鳴き声)+Ol]+子 (かゆ)
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可咽Ol子 (鉦 を鳴らして回る托鉢イ曽)<[
響モOl子召 (モ ウセンゴケ)<[署 響■■

咽」 (か んかん)十 Ol]十 子 (僧 )

(ね ばねばする)+Ol]+子 召 (し ゃもじ)

3。 めま

本稿では韓国語のオノマ トペ名詞について論 じた。韓国語のオノマ トペ名詞の使用頻度は低いが可能な形式は

多様である。韓国語のオノマ トペ名詞には次のような特徴がある。韓国語オノマ トペにおいてオノマ トペがそ

のままの形で名詞 として用いられる場合がある。 しかし、オノマ トペが直接名詞化する例は極めて少なく幼児

語などごく限られたもの しか存在 しない。また、「_Ol,― ■,― 子,― ■,― 君,― せ,― 』Ol,― ■1フ l,― 可Ol,―

■,― 劉,― フl」 などの様々な名詞派生接尾辞によって派生名詞が造 られる。この中で最 も生産的な接尾辞は「―

q」 である。「―Ol」 を含む派生名詞は「人」、「動物」、「もの」を表わし、それぞれの性質あるいは特徴を表現

する。一般的にオノマ トペ名詞派生接尾辞の意味はあまり好ましくない人間の性質、動作、特性、態度などを表

わす場合が多い。このような接尾辞がオノマ トペに付いて反復的に持続的に行われる動作や特性などをさげすん

だものとして表現する傾向がある。そして韓国語オノマ トペには動詞の名詞形あるいは名詞とオノマ トペが結合

して造られる複合名詞がある。複合名詞には用言修飾型と体言修飾型がある。用言修飾型オノマ トペ複合名詞に

は、動詞の「濯■」 (歩 く)と 「妾叫」 (笑 う)の名詞形である「d書」と「臭
=」

を含むものがいくつかある程

度で、その数はそれほど多 くない。一方、体言修飾型オノマ トペ複合名詞は、「オノマ トペを含む体言修飾節+

名詞」の構造が簡潔化されて生 じたもので非常に生産性が高 く豊富かつ多様に存在する。
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